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(57)【要約】
【課題】より良好な外科医が動かす特性、潤滑性特性、結び目の滑り特性および／または
結び目のきつさ特性を示しながら、縫合糸への改善された接着もまた示す、コーティング
を有する縫合糸を提供すること。
【解決手段】エマルジョンを含有する医療デバイスコーティングであって、少なくとも１
種の生体吸収性ポリマーを少なくとも１種の有機溶媒と組み合わせて含有する油相；なら
びに、抗菌タンパク質、ペプチド、これらのフラグメント、およびこれらの組み合わせか
らなる群より選択される少なくとも１種の抗菌成分を含有する水相、を含有する、コーテ
ィング。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エマルジョンを含有する医療デバイスコーティングであって、
　少なくとも１種の生体吸収性ポリマーを少なくとも１種の有機溶媒と組み合わせて含有
する油相；ならびに
　抗菌タンパク質、ペプチド、これらのフラグメント、およびこれらの組み合わせからな
る群より選択される少なくとも１種の抗菌成分を含有する水相、
を含有する、コーティング。
【請求項２】
　前記生体吸収性ポリマーが、グリコリド、ラクチド、カプロラクトン、トリメチレンカ
ーボネート、ジオキサノン、ジオキセパノン、およびこれらの組み合わせからなる群より
選択される１種以上のモノマーから誘導される結合を含む、請求項１に記載のコーティン
グ。
【請求項３】
　前記生体吸収性ポリマーがグリコリド／カプロラクトンコポリマーを含有する、請求項
１に記載のコーティング。
【請求項４】
　前記生体吸収性ポリマーがラクチド／グリコリドコポリマーを含有する、請求項１に記
載のコーティング。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の抗菌成分が、ラクトフェリン、ラクトフェリシン、ディフェンシ
ン、カテリシジン、ヒスタチン、セクロピン、マガイニン、およびこれらの組み合わせか
らなる群より選択される、請求項１に記載のコーティング。
【請求項６】
　前記コーティングが、ビニルピロリドンホモポリマー、ビニルピロリドンコポリマー、
および必要に応じてさらなるモノマーまたはポリマーと組み合わせたこれらのブレンドか
らなる群より選択されるビニルピロリドン成分をさらに含有する、請求項１に記載のコー
ティング。
【請求項７】
　前記コーティングが、脂肪酸、脂肪酸塩および脂肪酸エステルの塩からなる群より選択
される１種以上の脂肪酸成分をさらに含有する、請求項１に記載のコーティング。
【請求項８】
　前記脂肪酸成分が、ラクチル酸ステアロイルカルシウム、ラクチル酸ステアロイルマグ
ネシウム、ラクチル酸ステアロイルアルミニウム、ラクチル酸ステアロイルバリウム、ラ
クチル酸ステアロイル亜鉛、ラクチル酸パルミチルカルシウム、ラクチル酸パルミチルマ
グネシウム、ラクチル酸パルミチルアルミニウム、ラクチル酸パルミチルバリウム、ラク
チル酸パルミチル亜鉛、ラクチル酸オレイルカルシウム、ラクチル酸オレイルマグネシウ
ム、ラクチル酸オレイルアルミニウム、ラクチル酸オレイルバリウム、およびラクチル酸
オレイル亜鉛からなる群より選択される脂肪酸エステルの塩を含む、請求項７に記載のコ
ーティング。
【請求項９】
　前記医療デバイスが、ステープル、クリップ、薬物送達デバイス、ステント、ピン、ね
じ、縫合糸、人工靭帯、人工腱、織られたメッシュ、組織足場、凍結乾燥された生物学的
メッシュ、複合メッシュ、ガーゼ、包帯、および成長マトリックスからなる群より選択さ
れる、請求項１に記載のコーティング。
【請求項１０】
　前記有機溶媒が、クロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化メチレン、キシレ
ン、ベンゼン、トルエン、ヘキサン、シクロヘキサン、ジエチルエーテル、二硫化炭素、
およびこれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項１に記載のコーティング。
【請求項１１】
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　前記有機溶液対前記水溶液の比が、約１：１～約２０：１であり得る、請求項１に記載
のコーティング。
【請求項１２】
　エマルジョンを含有する医療デバイスコーティングであって、
　少なくとも１種の生体吸収性ポリマーを少なくとも１種の有機溶媒と組み合わせて含有
する油相；
　少なくとも１種の界面活性剤；ならびに
　ラクトフェリン、ラクトフェリシン、ディフェンシン、カテリシジン、ヒスタチン、セ
クロピン、マガイニン、およびこれらの組み合わせからなる群より選択される少なくとも
１種の抗菌成分を含有する水相、
を含有する、コーティング。
【請求項１３】
　前記生体吸収性ポリマーが、グリコリド、ラクチド、カプロラクトン、トリメチレンカ
ーボネート、ジオキサノンおよびジオキセパノンからなる群より選択される１種以上のモ
ノマーから誘導される結合を含む、請求項１２に記載のコーティング。
【請求項１４】
　前記生体吸収性ポリマーがグリコリド／カプロラクトンコポリマーを含有する、請求項
１２に記載のコーティング。
【請求項１５】
　前記生体吸収性ポリマーがラクチド／グリコリドコポリマーを含有する、請求項１２に
記載のコーティング。
【請求項１６】
　前記少なくとも１種の界面活性剤が、アルコールエトキシレート、グリセロールエステ
ル、ポリオキシエチレンエステル、脂肪酸のグリコールエステル、およびこれらの組み合
わせからなる群より選択される、請求項１２に記載のコーティング。
【請求項１７】
　前記コーティングが、ビニルピロリドンホモポリマー、ビニルピロリドンコポリマー、
および必要に応じてさらなるモノマーまたはポリマーと組み合わせられたこれらのブレン
ドからなる群より選択されるビニルピロリドン成分をさらに含有する、請求項１２に記載
のコーティング。
【請求項１８】
　前記コーティングが、脂肪酸、脂肪酸塩および脂肪酸エステルの塩からなる群より選択
される１種以上の脂肪酸成分をさらに含有する、請求項１２に記載のコーティング。
【請求項１９】
　前記脂肪酸成分が、ラクチル酸ステアロイルカルシウム、ラクチル酸ステアロイルマグ
ネシウム、ラクチル酸ステアロイルアルミニウム、ラクチル酸ステアロイルバリウム、ラ
クチル酸ステアロイル亜鉛、ラクチル酸パルミチルカルシウム、ラクチル酸パルミチルマ
グネシウム、ラクチル酸パルミチルアルミニウム、ラクチル酸パルミチルバリウム、ラク
チル酸パルミチル亜鉛、ラクチル酸オレイルカルシウム、ラクチル酸オレイルマグネシウ
ム、ラクチル酸オレイルアルミニウム、ラクチル酸オレイルバリウム、およびラクチル酸
オレイル亜鉛からなる群より選択される脂肪酸エステルの塩を含む、請求項１８に記載の
コーティング。
【請求項２０】
　前記医療デバイスが、ステープル、クリップ、薬物送達デバイス、ステント、ピン、ね
じ、縫合糸、人工靭帯、人工腱、織られたメッシュ、組織足場、凍結乾燥された生物学的
メッシュ、複合メッシュ、ガーゼ、包帯、および成長マトリックスからなる群より選択さ
れる、請求項１２に記載のコーティング。
【請求項２１】
　前記有機溶媒が、クロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化メチレン、キシレ
ン、ベンゼン、トルエン、ヘキサン、シクロヘキサン、ジエチルエーテル、二硫化炭素、
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およびこれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項１２に記載のコーティング
。
【請求項２２】
　前記有機溶液対前記水溶液の比が、約１：１～約２０：１であり得る、請求項１２に記
載のコーティング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、医療デバイス（例えば、縫合糸、メッシュ、ステープル、クリップ、吻合リ
ング、骨プレートおよび骨ねじ、薬学的に活性な成分の持続放出および／または制御放出
のためのマトリックスなど）の製造において特に有用な組成物に関する。いくつかの実施
形態において、これらの組成物は、医療デバイスのためのコーティングとして利用され得
る。
【背景技術】
【０００２】
　Ｅｔｈｉｃｏｎ，Ｉｎｃ．（Ｓｏｍｅｒｖｉｌｌｅ，Ｎ．Ｊ．）およびＵｎｉｔｅｄ　
Ｓｔａｔｅｓ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｎｏｒｗａｌｋ，Ｃｏｎｎ
．）から市販されている、ＤＥＸＯＮＴＭ、ＶＩＣＲＹＬ（登録商標）、およびＰＯＬＹ
ＳＯＲＢＴＭなどの合成吸収性マルチフィラメント縫合糸が、産業において公知である。
【０００３】
　合成吸収性縫合糸のための縫合糸コーティングもまた、公知である。例えば、特許文献
１、特許文献２、特許文献３、特許文献４、特許文献５、特許文献６、特許文献７、特許
文献８、特許文献９、特許文献１０、特許文献１１、特許文献１２、および特許文献１３
を参照のこと。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第４，６２４，２５６号明細書
【特許文献２】米国特許第４，１９０，７２０号明細書
【特許文献３】米国特許第４，５８２，０５２号明細書
【特許文献４】米国特許第４，６０５，７３０号明細書
【特許文献５】米国特許第４，７００，７０４号明細書
【特許文献６】米国特許第４，７０５，８２０号明細書
【特許文献７】米国特許第４，７８８，９７９号明細書
【特許文献８】米国特許第４，７９１，９２９号明細書
【特許文献９】米国特許第４，９９４，０７４号明細書
【特許文献１０】米国特許第５，０４７，０４８号明細書
【特許文献１１】米国特許第５，１００，４３３号明細書
【特許文献１２】米国特許第５，１３３，７３９号明細書
【特許文献１３】米国特許第５，３５２，５１５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　縫合糸コーティングの１つの重要な性質は、縫合糸の取り扱い特徴（例えば、外科医が
動かすこと、潤滑性、結び目の滑りおよび／または結び目のきつさ）を増強する能力であ
る。コーティングが医療デバイス（例えば、縫合糸）に接着する能力、および接着したま
まである能力は、別の重要な特徴である。市販の外科手術用縫合糸（例えば、ＰＯＬＹＳ
ＯＲＢＴＭ）は、優れた取り扱い特徴を有するが、より良好な外科医が動かす特性、潤滑
性特性、結び目の滑り特性および／または結び目のきつさ特性を示しながら、縫合糸への
改善された接着もまた示す、コーティングを有する縫合糸を提供することが有利である。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　エマルジョンを含有する医療デバイスコーティングであって、
　少なくとも１種の生体吸収性ポリマーを少なくとも１種の有機溶媒と組み合わせて含有
する油相；ならびに
　抗菌タンパク質、ペプチド、これらのフラグメント、およびこれらの組み合わせからな
る群より選択される少なくとも１種の抗菌成分を含有する水相、
を含有する、コーティング。
（項目２）
　前記生体吸収性ポリマーが、グリコリド、ラクチド、カプロラクトン、トリメチレンカ
ーボネート、ジオキサノン、ジオキセパノン、およびこれらの組み合わせからなる群より
選択される１種以上のモノマーから誘導される結合を含む、上記項目に記載のコーティン
グ。
（項目３）
　前記生体吸収性ポリマーがグリコリド／カプロラクトンコポリマーを含有する、上記項
目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目４）
　前記生体吸収性ポリマーがラクチド／グリコリドコポリマーを含有する、上記項目のう
ちのいずれかに記載のコーティング。
（項目５）
　前記少なくとも１種の抗菌成分が、ラクトフェリン、ラクトフェリシン、ディフェンシ
ン、カテリシジン、ヒスタチン、セクロピン、マガイニン、およびこれらの組み合わせか
らなる群より選択される、上記項目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目６）
　前記コーティングが、ビニルピロリドンホモポリマー、ビニルピロリドンコポリマー、
および必要に応じてさらなるモノマーまたはポリマーと組み合わせたこれらのブレンドか
らなる群より選択されるビニルピロリドン成分をさらに含有する、上記項目のうちのいず
れかに記載のコーティング。
（項目７）
　前記コーティングが、脂肪酸、脂肪酸塩および脂肪酸エステルの塩からなる群より選択
される１種以上の脂肪酸成分をさらに含有する、上記項目のうちのいずれかに記載のコー
ティング。
（項目８）
　前記脂肪酸成分が、ラクチル酸ステアロイルカルシウム、ラクチル酸ステアロイルマグ
ネシウム、ラクチル酸ステアロイルアルミニウム、ラクチル酸ステアロイルバリウム、ラ
クチル酸ステアロイル亜鉛、ラクチル酸パルミチルカルシウム、ラクチル酸パルミチルマ
グネシウム、ラクチル酸パルミチルアルミニウム、ラクチル酸パルミチルバリウム、ラク
チル酸パルミチル亜鉛、ラクチル酸オレイルカルシウム、ラクチル酸オレイルマグネシウ
ム、ラクチル酸オレイルアルミニウム、ラクチル酸オレイルバリウム、およびラクチル酸
オレイル亜鉛からなる群より選択される脂肪酸エステルの塩を含む、上記項目のうちのい
ずれかに記載のコーティング。
（項目９）
　前記医療デバイスが、ステープル、クリップ、薬物送達デバイス、ステント、ピン、ね
じ、縫合糸、人工靭帯、人工腱、織られたメッシュ、組織足場、凍結乾燥された生物学的
メッシュ、複合メッシュ、ガーゼ、包帯、および成長マトリックスからなる群より選択さ
れる、上記項目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目１０）
　前記有機溶媒が、クロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化メチレン、キシレ
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ン、ベンゼン、トルエン、ヘキサン、シクロヘキサン、ジエチルエーテル、二硫化炭素、
およびこれらの組み合わせからなる群より選択される、上記項目のうちのいずれかに記載
のコーティング。
（項目１１）
　前記有機溶液対前記水溶液の比が、約１：１～約２０：１であり得る、上記項目のうち
のいずれかに記載のコーティング。
（項目１２）
　エマルジョンを含有する医療デバイスコーティングであって、
　少なくとも１種の生体吸収性ポリマーを少なくとも１種の有機溶媒と組み合わせて含有
する油相；
　少なくとも１種の界面活性剤；ならびに
　ラクトフェリン、ラクトフェリシン、ディフェンシン、カテリシジン、ヒスタチン、セ
クロピン、マガイニン、およびこれらの組み合わせからなる群より選択される少なくとも
１種の抗菌成分を含有する水相、
を含有する、コーティング。
（項目１３）
　前記生体吸収性ポリマーが、グリコリド、ラクチド、カプロラクトン、トリメチレンカ
ーボネート、ジオキサノンおよびジオキセパノンからなる群より選択される１種以上のモ
ノマーから誘導される結合を含む、上記項目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目１４）
　前記生体吸収性ポリマーがグリコリド／カプロラクトンコポリマーを含有する、上記項
目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目１５）
　前記生体吸収性ポリマーがラクチド／グリコリドコポリマーを含有する、上記項目のう
ちのいずれかに記載のコーティング。
（項目１６）
　前記少なくとも１種の界面活性剤が、アルコールエトキシレート、グリセロールエステ
ル、ポリオキシエチレンエステル、脂肪酸のグリコールエステル、およびこれらの組み合
わせからなる群より選択される、上記項目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目１７）
　前記コーティングが、ビニルピロリドンホモポリマー、ビニルピロリドンコポリマー、
および必要に応じてさらなるモノマーまたはポリマーと組み合わせられたこれらのブレン
ドからなる群より選択されるビニルピロリドン成分をさらに含有する、上記項目のうちの
いずれかに記載のコーティング。
（項目１８）
　前記コーティングが、脂肪酸、脂肪酸塩および脂肪酸エステルの塩からなる群より選択
される１種以上の脂肪酸成分をさらに含有する、上記項目のうちのいずれかに記載のコー
ティング。
（項目１９）
　前記脂肪酸成分が、ラクチル酸ステアロイルカルシウム、ラクチル酸ステアロイルマグ
ネシウム、ラクチル酸ステアロイルアルミニウム、ラクチル酸ステアロイルバリウム、ラ
クチル酸ステアロイル亜鉛、ラクチル酸パルミチルカルシウム、ラクチル酸パルミチルマ
グネシウム、ラクチル酸パルミチルアルミニウム、ラクチル酸パルミチルバリウム、ラク
チル酸パルミチル亜鉛、ラクチル酸オレイルカルシウム、ラクチル酸オレイルマグネシウ
ム、ラクチル酸オレイルアルミニウム、ラクチル酸オレイルバリウム、およびラクチル酸
オレイル亜鉛からなる群より選択される脂肪酸エステルの塩を含む、上記項目のうちのい
ずれかに記載のコーティング。
（項目２０）
　前記医療デバイスが、ステープル、クリップ、薬物送達デバイス、ステント、ピン、ね
じ、縫合糸、人工靭帯、人工腱、織られたメッシュ、組織足場、凍結乾燥された生物学的
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メッシュ、複合メッシュ、ガーゼ、包帯、および成長マトリックスからなる群より選択さ
れる、上記項目のうちのいずれかに記載のコーティング。
（項目２１）
　前記有機溶媒が、クロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化メチレン、キシレ
ン、ベンゼン、トルエン、ヘキサン、シクロヘキサン、ジエチルエーテル、二硫化炭素、
およびこれらの組み合わせからなる群より選択される、上記項目のうちのいずれかに記載
のコーティング。
（項目２２）
　前記有機溶液対前記水溶液の比が、約１：１～約２０：１であり得る、上記項目のうち
のいずれかに記載のコーティング。
【０００７】
　（摘要）
　布、医療デバイス、包装材料などに使用するための抗菌コーティングが提供される。
【０００８】
　（要旨）
　本開示は、医療デバイスまたはこのようなデバイスのためのコーティングを形成するた
めに利用され得る、組成物を提供する。例えば、ある実施形態において、本開示の医療デ
バイスは、少なくとも１種の有機溶媒と組み合わせた少なくとも１種の生体吸収性ポリマ
ーを含有する油相と、少なくとも１種の抗菌成分（例えば、抗菌タンパク質、ペプチド、
これらのフラグメント、およびこれらの組み合わせ）を含有する水相とを含有するエマル
ジョンを含有する、コーティングを備え得る。
【０００９】
　他の実施形態において、本開示の医療デバイスコーティングは、少なくとも１種の有機
溶媒と組み合わせた少なくとも１種の生体吸収性ポリマーを含有する油相と、少なくとも
１つの界面活性剤と、少なくとも１種の抗菌成分（例えば、ラクトフェリン、ラクトフェ
リシン（ｌａｃｔｏｆｅｒｒｉｃｉｎ）、ディフェンシン、カテリシジン、ヒスタチン、
セクロピン、マガイニン、およびこれらの組み合わせ）を含有する水相とを含有する、エ
マルジョンを含有し得る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示は、医療デバイス（縫合糸が挙げられる）のために適切なコーティングを提供す
る。ある実施形態において、本開示のコーティングは、エマルジョンとして適用され得、
このコーティングは、医療薬剤（ある実施形態において、抗菌剤）を含有する。得られる
コーティングは、溶液として適用されるコーティングと比較して、縫合糸への改善された
接着性、および改善された抗菌特性を有し得る。
【００１１】
　コーティングとして使用するために適切な任意のポリマーが、本開示に従うコーティン
グとして利用され得る。ポリマーは、生体吸収性であっても非吸収性であってもよい。あ
る実施形態において、生体吸収性ポリマーが、本開示のコーティングを形成する際に利用
され得る。コーティングとして利用され得る生体吸収性ポリマーとしては、例えば、グリ
コリド、ラクチド、グリコール酸、乳酸、カプロラクトン、トリメチレンカーボネート、
ジオキサノン、ジオキセパノンなどが挙げられる１種以上のモノマーから誘導される結合
を含むポリマー、ならびにこれらのホモポリマー、コポリマーおよび組み合わせが挙げら
れる。
【００１２】
　ある実施形態において、本開示のコーティングを形成するためのエマルジョンにおいて
利用され得る適切な材料としては、グリコール酸、乳酸、グリコリド、ラクチド、ジオキ
サノン、トリメチレンカーボネート、カプロラクトン、アルキレンオキシド（例えば、ポ
リエチレングリコール（ＰＥＧ）、ポリプロピレングリコール（ＰＰＧ）、ＰＥＧ／ＰＰ
Ｇコポリマー）、および上記のものの種々の組み合わせを有する、ホモポリマー、コポリ
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マー、および／またはブレンドが挙げられる。
【００１３】
　例えば、ある実施形態において、コーティングを形成するために利用されるポリマー材
料としては、米国特許第５，７１６，３７６号（その全開示は、本明細書中に参考として
援用される）に記載されるような、カプロラクトン含有コポリマーが挙げられ得る。この
ようなカプロラクトン含有コポリマーは、主要量のε－カプロラクトンと、少量の少なく
とも１種の他の共重合性モノマーまたはこのようなモノマーの混合物とを、多価アルコー
ル開始剤の存在下で重合させることによって、得られ得る。
【００１４】
　ε－カプロラクトンと共重合され得るモノマーとしては、アルキレンカーボネート（例
えば、トリメチレンカーボネート、テトラメチレンカーボネート、ジメチルトリメチレン
カーボネート）；ジオキサノン；ジオキセパノン；吸収性環状アミド；クラウンエーテル
から誘導された吸収性環状エーテル－エステル；エステル化可能なヒドロキシ酸（α－ヒ
ドロキシ酸（例えば、グリコール酸および乳酸）およびβ－ヒドロキシ酸（例えば、β－
ヒドロキシ酪酸およびγ－ヒドロキシ吉草酸）が挙げられる）；ポリアルキルエーテル（
例えば、ポリエチレングリコール）ならびにこれらの組み合わせが挙げられる。ある実施
形態において、グリコリドが、生体吸収性ポリマーにおいて、ε－カプロラクトンとのコ
モノマーとして利用され得る。
【００１５】
　コーティングとして利用される生体吸収性ポリマーを調製する際に利用され得る適切な
多価アルコール開始剤としては、グリセロール、トリメチロールプロパン、１，２，４－
ブタントリオール、１，２，６－ヘキサントリオール、トリエタノールアミン、トリイソ
プロパノールアミン、エリトリトール、トレイトール、ペンタエリトリトール、リビトー
ル、アラビニトール、キシリトール、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（２－ヒドロキシ
エチル）エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（２－ヒドロキシプロピル
）エチレンジアミン、ジペンタエリトリトール、アリトール、ズルシトール、グルシトー
ル、アルトリトール、イジトール、ソルビトール、マンニトール、イノシトールなどが挙
げられる。いくつかの実施形態において、マンニトールが利用される。
【００１６】
　多価アルコール開始剤は一般に、少量（すなわち、全モノマー混合物の約０．０１重量
％～約５重量％、ある実施形態においては、全モノマー混合物の約０．１重量％～約３重
量％）で使用され得る。
【００１７】
　コーティングとして利用される、得られる生体吸収性コポリマーは、約７０重量％～約
９８重量％のε－カプロラクトン由来の単位、ある実施形態においては、約８０重量％～
約９５重量％のε－カプロラクトン由来の単位を含み得、このコポリマーの残りの部分は
、他の共重合性モノマー（例えば、グリコリド）から誘導される。いくつかの実施形態に
おいて、約９０／１０の重量％の比のカプロラクトン／グリコリドコポリマーが、本開示
に従うコーティングを形成するために適切な生体吸収性ポリマーとして利用され得る。
【００１８】
　他の実施形態において、コーティングとして利用される生体吸収性ポリマーは、ラクチ
ドとグリコリドとのコポリマーであり得る。このコポリマー中のラクチドの量は、約５０
重量％～約９０重量％、ある実施形態においては、約６０重量％～約８０重量％であり得
、一方で、このコポリマー中のグリコリドの量は、約１０重量％～約５０重量％、ある実
施形態においては、約２０重量％～約４０重量％であり得る。いくつかの実施形態におい
て、約７０／３０重量％の比のラクチド／グリコリドコポリマーが、生体吸収性ポリマー
として利用され得る。
【００１９】
　他の実施形態において、グリコリドとトリメチレンカーボネートとのコポリマーが、本
開示のコーティングを形成するためのエマルジョンにおいて利用され得る。このようなコ
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ポリマーを形成する方法は、当業者の知識の範囲内であり、そして例えば、米国特許第４
，３００，５６５号（その全開示は、本明細書中に参考として援用される）に開示される
方法が挙げられる。グリコリドとトリメチレンカーボネートとの適切なコポリマーは、こ
のコポリマーの約６０重量％～約７５重量％、ある実施形態においては、このコポリマー
の約６５重量％～約７０重量％の量のグリコリドを有し得、トリメチレンカーボネートは
、このコポリマーの約２５重量％～約４０重量％、ある実施形態においては、このコポリ
マーの約３０重量％～約３５重量％の量で存在する。
【００２０】
　本開示のコーティングを形成する際に有用なエマルジョンを形成するための他の適切な
材料としては、ある実施形態において、グリコリドと、ジオキサノンと、トリメチレンカ
ーボネートとのコポリマーが挙げられる。このような材料としては、例えば、コポリマー
の約５５重量％～約６５重量％、ある実施形態においては、コポリマーの約５８重量％～
約６２重量％、いくつかの実施形態においては、約６０重量％の量のグリコリド；コポリ
マーの約１０重量％～約１８重量％、ある実施形態においては、コポリマーの約１２重量
％～約１６重量％、いくつかの実施形態においては、約１４重量％の量のジオキサノン；
およびコポリマーの約１７重量％～約３５重量％、ある実施形態においては、コポリマー
の約２２重量％～約３０重量％、いくつかの実施形態においては、約２６重量％の量のト
リメチレンカーボネートを有するコポリマーが挙げられ得る。
【００２１】
　他の実施形態において、グリコリドと、ラクチドと、トリメチレンカーボネートと、ε
－カプロラクトンとのコポリマーが、本開示のコーティングを形成するために利用され得
る。このような材料としては、例えば、コポリマーの約１４重量％～約２０重量％、ある
実施形態においては、コポリマーの約１６重量％～約１８重量％、いくつかの実施形態に
おいては、約１７重量％の量のカプロラクトン；コポリマーの約４重量％～約１０重量％
、ある実施形態においては、コポリマーの約６重量％～約８重量％、いくつかの実施形態
においては、コポリマーの約７重量％の量のラクチド；コポリマーの約４重量％～約１０
重量％、ある実施形態においては、コポリマーの約６重量％～約８重量％、ある実施形態
においては、約７重量％の量のトリメチレンカーボネート；およびコポリマーの約６０重
量％～約７８重量％、ある実施形態においては、コポリマーの約６６重量％～約７２重量
％、ある実施形態においては、約６９重量％の量のグリコリドを有するランダムコポリマ
ーが挙げられる。
【００２２】
　これらのコポリマーを形成する方法もまた、当業者の知識の範囲内である。ある実施形
態において、個々のモノマーが、開始剤（例えば、エチレングリコール）および触媒（例
えば、オクタン酸スズ）の存在下で合わせられ得る。これらの材料は、約４時間～約８時
間、ある実施形態においては、約５時間～約７時間、他の実施形態においては、約６時間
という適切な時間にわたって、合わせられ得る。いくつかの場合において、この混合物は
、不活性雰囲気下（例えば、窒素ガス下）に保持され得る。次いで、この混合物は、約８
０℃～約１２０℃、ある実施形態においては、約９０℃～約１１０℃、いくつかの場合に
おいては、約１００℃の温度まで、約５分間～約３０分間、ある実施形態においては、約
１０分間～約２０分間、他の実施形態においては、約１５分間という適切な時間にわたっ
て、加熱され得る。次いで、この反応混合物は、約１３０℃～約１７０℃、ある実施形態
においては、約１４０℃～約１６０℃、ある実施形態においては、約１５０℃の温度まで
、約５分間～約３０分間、ある実施形態においては、約１０分間～約２０分間、他の実施
形態においては、約１５分間という適切な時間にわたって、加熱され得る。次いで、この
混合物は、約１７０℃～約１９０℃、ある実施形態においては、約１８０℃の温度で加熱
され得、そして約１４時間～約２４時間、ある実施形態においては、約１６時間～約２０
時間、いくつかの実施形態においては、約１８時間にわたって、重合させられ得る。
【００２３】
　上記ポリマーの任意の組み合わせもまた、本開示のコーティングを形成するために利用
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され得る。
【００２４】
　なお他の実施形態において、本開示のコーティングを形成するために利用されるポリマ
ー材料は、第一の成分（少なくとも部分的に、ポリオキシアルキレンコポリマーから作製
される）と、第二の成分（生体吸収性のポリマー、オリゴマー、またはコポリマー（上に
記載された生体吸収性のポリマーおよびコポリマーが挙げられる）であり得る）とのブレ
ンドまたはエマルジョンであり得る。
【００２５】
　例えば、この第一の成分は、ポリアルキレンブロックコポリマーから少なくとも部分的
に作製されたポリマーであり得る。適切なポリオキシアルキレンブロックコポリマーとし
ては、Ａ－Ｂ構造またはＡ－Ｂ－Ａ構造を有するブロックコポリマーが挙げられ、ここで
「Ａ」は、式－Ｏ（ＣＨ２）ｎ－の反復単位（ここでｎは１～４である）から作製される
ブロックであり、そして「Ｂ」は、Ａブロックの反復単位とは異なる反復単位から作製さ
れるブロックであり、式－Ｏ（ＣＨ２）ｎ－の基から選択され、ここでｎは１～４である
。特に有用な実施形態において、コポリマーは、「ＰＥＯ－ＰＰＯ－ＰＥＯ」として指定
されるものであり、ここで「ＰＥＯ」は、式－ＯＣＨ２ＣＨ２－の反復単位のブロックを
表し、そして「ＰＰＯ」は、式－ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－の反復単位のブロックを表す。
特に有用なものは、式ＨＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃＨのトリ
ブロックコポリマーであり、ここでａおよびｃは独立して、約１単位～約１５０単位であ
り、そしてｂは、約１０単位～約２００単位であり、その全体的な分子量は、１，０００
ダルトン～５０，０００ダルトンである。このようなポリオキシアルキレンブロックコポ
リマーは代表的に、当業者によって「ポロキサマー」と称される。ある実施形態において
、有用なポロキサマーとしては、ａとｃとが等しく、そしてｂが約１０単位～約２００単
位であるポロキサマーが挙げられる。
【００２６】
　本開示のコーティング組成物の第一の成分を形成するために利用され得るポリオキシア
ルキレンブロックコポリマーの例としては、商品名ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）（ＢＡ
ＳＦ　Ｃｏｒｐ．）またはＳＹＮＰＥＲＯＮＩＣ（登録商標）（ＩＣＩ）のもとで販売さ
れているポロキサマーが挙げられる。ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）コポリマーは、特定
の文字と数字との組み合わせにより識別される。アルファベットの指定は、その製品の物
理的形態を説明する。「Ｌ」は液体を表し、「Ｐ」はペーストを表し、「Ｆ」は固体形態
を表す。数字の指定における最初の数字（３桁の数においては２つの数字）を３００倍し
たものは、疎水性成分（プロピレンオキシド）のおよその分子量を示す。最後の数字を１
０倍したものは、その分子のおよその親水性（エチレンオキシド）含有量を重量％により
示す。従って、例えば、ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｆ６８は、固体材料である。その
疎水性（プロピレンオキシド）成分の分子量は、約１８００（６×３００）である。その
親水性（エチレンオキシド）成分は、この分子の約８０重量％（８×１０）を占める。
【００２７】
　ポロキサマーは、およそ３つの主要なカテゴリーに分割され得、これらのカテゴリーの
全てが、本開示のブレンドの第一のポリマー成分を作製する際に有用であり得る。これら
のカテゴリーはすなわち、エマルジョン形成性ポロキサマー、ミセル形成性ポロキサマー
、および水溶性ポロキサマーである。ポロキサマーの特徴および挙動を決定する種々の要
因は、分子量、ＰＰＯ：ＰＥＯ比、温度条件、濃度、およびイオン性物質の存在である。
従って、本開示の組成物を形成する際に使用され得る、現在市販されているポロキサマー
には、広範な特徴が存在する（特に、この組成物が医療薬剤をさらに含有し、そして薬物
送達目的で利用される場合）。
【００２８】
　１つの実施形態において、本開示のコーティング組成物の第一のポリマー成分を形成す
るために利用され得る適切なポロキサマーとしては、ポリオキシエチレン－ポリオキシプ
ロピレントリブロックコポリマー（ポロキサマー１８８として公知であり、商品名ＰＬＵ
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ＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｆ６８としてＢＡＳＦ（Ｐａｒｓｉｐｐａｎｙ，Ｎ．Ｊ．）によ
り販売されている）が挙げられる。本開示の組成物において利用され得る他のポロキサマ
ーとしては、ポロキサマー４０３（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｐ１２３として販売さ
れている）、ポロキサマー４０７（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｐ１２７として販売さ
れている）、ポロキサマー４０２（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｐ１２２として販売さ
れている）、ポロキサマー１８１（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｌ６１として販売され
ている）、ポロキサマー４０１（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｌ１２１として販売され
ている）、ポロキサマー１８５（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｐ６５として販売されて
いる）、およびポロキサマー３３８（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｆ１０８として販売
されている）が挙げられる。
【００２９】
　ポリオキシアルキレンブロックコポリマーは、いくつかの特定の有用な実施形態におい
て、第一のポリマー成分を形成するために、さらなる生体適合性の生分解性モノマーと反
応させられ得る。ポリオキシアルキレンブロックコポリマーと反応させられ得る適切なモ
ノマーとしては、例えば、α－ヒドロキシ酸、ラクトン、カーボネート、エステルアミド
、酸無水物、アミノ酸、オルトエステル、アルキレンアルキレート、アルキレンオキシド
、生分解性ウレタン、およびこれらの組み合わせが挙げられる。ポロキサマーに添加され
得る適切な生体適合性の生分解性モノマーの具体的な例としては、グリコリド、ラクチド
、ヒドロキシ酪酸、ヒドロキシ吉草酸、カプロラクトン、トリメチレンカーボネート、ジ
メチルトリメチレンカーボネート、ｐ－ジオキサノン、およびこれらの組み合わせが挙げ
られる。これらのモノマーは、単独でかまたは組み合わせで、第一のポリマー成分の総重
量の約９０重量％まで、ある実施形態においては、第一のポリマー成分の総重量の約１０
重量％～約７５重量％、他の実施形態においては、第一のポリマー成分の総重量の約３０
重量％～約６５重量％を構成し得、ポリオキシアルキレンブロックコポリマーは、この第
一のポリマー成分の残りの部分を構成する。もちろん、他のモノマーが最初に反応させら
れてポリマー（ホモポリマーまたはブロックコポリマー（例えば、ランダムコポリマー、
ブロックコポリマーなど））を形成し、その後、ポリオキシアルキレンブロックコポリマ
ーと反応してもよいことが理解されるべきである。このような反応を実施するために適切
な条件は、当業者の知識の範囲内である。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、ポリオキシアルキレンブロックコポリマー成分に加えて
、第一の生体適合性ポリマー成分は、少なくとも部分的に、ε－カプロラクトンから（単
独または他のモノマーと組み合わせて）作製される。１つのこのような実施形態において
、ポリオキシアルキレンブロックコポリマーは、主要量のε－カプロラクトン、および少
量の少なくとも１種の他の重合性モノマーまたはこのようなモノマーの混合物を含有する
、ε－カプロラクトンポリマーと反応させられる。別の実施形態において、ポリオキシア
ルキレンブロックコポリマーは、主要量のε－カプロラクトン、および少量の少なくとも
１種の他の共重合性モノマーまたはこのようなモノマーの混合物を含有するモノマー混合
物と、多価アルコール開始剤の存在下で（米国特許第６，１７７，０９４号に開示される
ように）反応させられる。これらのモノマーの重合は、種々の型のモノマー付加（すなわ
ち、同時、連続的、同時の後に連続的、連続的の後に同時など）のすべてを想定する。ε
－カプロラクトンと共重合させられ得る適切なモノマーとしては、グリコリド、ラクチド
、ｐ－ジオキサノンおよびトリメチレンカーボネートが挙げられる。
【００３１】
　１つの実施形態において、第一のポリマー成分は、約４０％～約９５％（ｗ／ｗ）のε
－カプロラクトン、約５％～約１５％（ｗ／ｗ）のグリコリド、および約５％～約５０％
（ｗ／ｗ）のポロキサマー１８８を含有するコポリマーを含有する。いくつかの実施形態
において、本開示の組成物を形成する際に利用される第一のポリマー成分は、約５１％の
ε－カプロラクトン、約９％のグリコリド、および約４０％のポロキサマー１８８を含有
する生体吸収性ターポリマーであり得、これは、ＰＯＬＹＴＲＩＢＯＬＡＴＥ（登録商標



(12) JP 2010-279691 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

）（Ｔｙｃｏ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ，Ｍａｎｓｆｉｅｌｄ，Ｍａｓｓ．）として市販さ
れている。
【００３２】
　第一のポリマー成分（生体吸収性ターポリマーが挙げられる）を形成するための方法は
、標準的な反応条件を使用して、当業者の知識の範囲内であり、これらの反応条件は、第
一のポリマー成分を形成するために利用されるモノマーおよびポロキサマーに依存して変
動し得る。いくつかの実施形態において、モノマーおよびポロキサマーは、触媒（例えば
、オクタン酸スズ）の存在下で、時々、不活性雰囲気（例えば、窒素ガス）下で合わせら
れ得る。他の実施形態において、この重合を減圧下で（例えば、約１トル（約１３３．３
Ｐａ）未満の圧力で）行うことが望ましくあり得る。ある実施形態において、ポロキサマ
ー（例えば、ポロキサマー１８８）は、反応容器内で、さらなるモノマー（例えば、ε－
カプロラクトンおよびグリコリド）と、オクタン酸スズの存在下で合わせられ得、約１７
０℃～約１８５℃、ある実施形態においては、約１７５℃～約１８０℃（例えば、約１７
８℃）という適切な温度まで加熱され得る。これらのモノマーは、適切な時間にわたって
重合させられ得、この時間は、約４時間～約６時間、ある実施形態においては、約４．２
５時間～約４．７５時間であり得る。この時間の後に、融解した生体吸収性ポリマー成分
が押し出され得る。必要ではないが、いくつかの実施形態において、この生体吸収性ポリ
マー成分は、約１００℃～約１２０℃、ある実施形態においては、約１０７℃～約１１３
℃の温度まで、約２５時間～約３５時間、ある実施形態においては、約２８時間～約３２
時間にわたって加熱することにより、さらなる熱処理に供され得る。いくつかの場合にお
いて、この第二の熱処理は、減圧下で、約１トル（約１３３．３Ｐａ）未満の圧力で行わ
れることが望ましくあり得る。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、第一のポリマー成分は、医療デバイスまたは基材のため
のコーティングを形成するために有効な抗菌量で、単独で利用され得る。所定の成分の「
有効な抗菌量」とは、その成分が感染に関連する細菌の増殖を妨げ、そして創傷の治癒を
促進する量である。このようなコーティングは、いくつかの場合においては１４日間また
はより長期間にわたって、臨床感染のレベルでの表面への細菌コロニー形成を防止し得る
。
【００３４】
　しかし、本開示の組成物は、必要に応じて第二のポリマーまたはオリゴマーと組み合わ
せて、上記コポリマーを含有する第一のポリマー成分を含有し得る。第二の成分として使
用するために適切なポリマーおよび／またはオリゴマーとしては、上に記載された生体吸
収性ポリマーが挙げられ、ラクチド、グリコリド、ラクチド－ｃｏ－グリコリド、乳酸、
ラクトン、グリコール酸、カーボネートなど、ならびにジオキサノン、エステルアミド、
酸無水物、アミノ酸、オルトエステル、ジオキセパノン、アルキレンアルキレート、アル
キレンオキシド、吸収性ウレタン、吸収性ナイロン、ならびにこれらのホモポリマーおよ
びコポリマーが挙げられる。
【００３５】
　いくつかの実施形態において、第二の成分は、２つ以上のモノマー（ポリエチレングリ
コール－ポリプロピレングリコール（ＰＥＧ－ＰＰＧ）、ポリスチレン、Ｎ－ビニルピロ
リドン、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｃ１～Ｃ１２アクリレートモノマ
ー、Ｃ１～Ｃ１２メタクリレートモノマー、メタクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル
酸ヒドロキシプロピル、アクリル酸、アクリル酸スルホプロピルカリウム、メタクリル酸
スルホプロピルカリウム、および２－メタクリロイルホスホリルコリンが挙げられる）か
ら誘導され得る。いくつかの実施形態において、第二の成分は、約８５％～９５％（ｗ／
ｗ）のε－カプロラクトンおよび５％～１５％（ｗ／ｗ）のグリコリドを含有する、ε－
カプロラクトンとグリコリドとのコポリマーであり得る。
【００３６】
　他の実施形態において、第二の成分は、ビニルピロリドン成分であり得、ビニルピロリ
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ドンホモポリマー、ビニルピロリドンコポリマー、およびこれらのブレンドが挙げられ、
必要に応じて、本明細書中に記載されるさらなるモノマーまたはポリマーと組み合わせら
れる。このようなコポリマーは、種々の分子量（例えば、約１０，０００ｇ／ｍｏｌ～約
１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌ）のものであり得る。
【００３７】
　利用される場合、少なくとも部分的にポリオキシアルキレンコポリマーから作製される
第一のポリマー成分の量は、生体吸収性成分の約２重量％～約１００重量％、ある実施形
態においては、約５重量％～約８０重量％、他の実施形態においては、約１０重量％～約
５０重量％の量で、本開示の組成物中に存在し得る。本開示のブレンドまたはエマルジョ
ン中の第二の成分の量は、本開示の組成物の約９８重量％まで、ある実施形態においては
、約２０重量％～約９５重量％、他の実施形態においては、約５０重量％～約９０重量％
であり得る。
【００３８】
　いくつかの実施形態において、少なくとも部分的にポリオキシアルキレンコポリマーか
ら作製される第一のポリマー成分は、第二の成分と合わせられて、ブレンドを形成し得る
。他の実施形態において、少なくとも部分的にポリオキシアルキレンコポリマーから作製
される第一のポリマー成分は、第二の成分と合わせられて、エマルジョンまたは懸濁物を
形成し得る。
【００３９】
　他の実施形態において、本開示のブレンドまたはエマルジョンを形成するために利用さ
れるポリマー成分は、基材をコーティングするために、別々に添加され得る。このような
場合、この基材は、最初に、これらの成分（すなわち、少なくとも部分的にポリオキシア
ルキレンコポリマーから作製される第一のポリマー成分、または第二の成分）のうちのい
ずれでコーティングされてもよく、その後、他方が塗布される。従って、ある実施形態に
おいて、この基材は、ε－カプロラクトンと、グリコリドと、必要に応じて脂肪酸成分（
例えば、脂肪酸エステルの塩（例えば、ステアロイル－２－ラクチル酸カルシウム））と
を含有する生体吸収性ポリマーを含有する第一の組成物を使用して、最初にコーティング
され得る。第一のコーティングが塗布された後に、第二の成分（例えば、ε－カプロラク
トンと、グリコリドと、ポロキサマー１８８とのコポリマー（例えば、市販のＰＯＬＹＴ
ＲＩＢＯＬＡＴＥ（登録商標）コポリマー））が塗布され得る。塗布の条件に依存して、
これらの２つの成分は、別々のコーティングとして塗布されてもよく、またはこれらの２
つの成分は、順番に塗布されて、（例えば溶媒の蒸発速度を制御することにより）基材の
表面上で互いに合わせられてもよい。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、本開示のコーティングを形成するために使用されるエマ
ルジョンはまた、脂肪酸成分（脂肪酸、脂肪酸塩、または脂肪酸エステルの塩を包含する
）を含有し得る。適切な脂肪酸は、飽和であっても不飽和であってもよく、そして約１２
個より多い炭素原子を有する高級脂肪酸が挙げられる。適切な飽和脂肪酸としては、例え
ば、ステアリン酸、パルミチン酸、ミリスチン酸、およびラウリン酸が挙げられる。適切
な不飽和脂肪酸としては、オレイン酸、リノール酸、およびリノレン酸が挙げられる。さ
らに、脂肪酸のエステル（例えば、トリステアリン酸ソルビタンまたは硬化ヒマシ油）が
使用され得る。
【００４１】
　適切な脂肪酸塩としては、Ｃ６以上の脂肪酸、特に、約１２個～約２２個の炭素原子を
有する脂肪酸の、多価金属イオン塩、およびこれらの組み合わせが挙げられる。ステアリ
ン酸、パルミチン酸およびオレイン酸の、カルシウム塩、マグネシウム塩、バリウム塩、
アルミニウム塩、および亜鉛塩が挙げられる、脂肪酸塩が、本開示のいくつかの実施形態
において有用であり得る。有用であり得る他の塩としては、市販の「食品等級」のステア
リン酸カルシウムが挙げられ、これは、約３分の１のＣ１６脂肪酸および３分の２のＣ１

８脂肪酸、ならびに少量のＣ１４脂肪酸およびＣ２２脂肪酸の、混合物を含有する。
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【００４２】
　本開示に従うコーティングを形成するために利用されるエマルジョンに含有され得る脂
肪酸エステルの適切な塩としては、ラクチル酸ステアロイルのカルシウム塩、マグネシウ
ム塩、アルミニウム塩、バリウム塩、または亜鉛塩；ラクチル酸パルミチルのカルシウム
塩、マグネシウム塩、アルミニウム塩、バリウム塩、または亜鉛塩；および／あるいはラ
クチル酸オレイルのカルシウム塩、マグネシウム塩、アルミニウム塩、バリウム塩、また
は亜鉛塩；が挙げられる。ある実施形態において、ステアロイル－２－ラクチル酸カルシ
ウム（例えば、商標ＶＥＲＶのもとでＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓ　Ｃｏ
．，Ｋａｎｓａｓ　Ｃｉｔｙ，Ｍｏ．から市販されているステアロイル－２－ラクチル酸
カルシウム）が利用され得る。利用され得る他の脂肪酸エステル塩としては、ラクチル酸
ステアロイルリチウム、ラクチル酸ステアロイルカリウム、ラクチル酸ステアロイルルビ
ジウム、ラクチル酸ステアロイルセシウム、ラクチル酸ステアロイルフランシウム、ラク
チル酸パルミチルナトリウム、ラクチル酸パルミチルリチウム、ラクチル酸パルミチルカ
リウム、ラクチル酸パルミチルルビジウム、ラクチル酸パルミチルセシウム、ラクチル酸
パルミチルフランシウム、ラクチル酸オレイルナトリウム、ラクチル酸オレイルリチウム
、ラクチル酸オレイルカリウム、ラクチル酸オレイルルビジウム、ラクチル酸オレイルセ
シウム、およびラクチル酸オレイルフランシウムが挙げられる。
【００４３】
　利用される場合、コーティング中の脂肪酸成分の量は、このコーティングを形成するた
めに利用される全組成物の約５重量％～約５０重量％であり得る。ある実施形態において
、脂肪酸成分は、コーティングを形成するために利用される全成分の約１０重量％～約２
０重量％の量で存在し得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、本開示の組成物に蝋を含有させることが、望ましくあり
得る。利用され得る適切な蝋としては、ポリエチレン蝋、エチレンコポリマー蝋、ハロゲ
ン化炭化水素蝋、硬化植物油、蜜蝋、カルナウバ蝋、パラフィン、微結晶性ワックス、カ
ンデリラ蝋、鯨蝋、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００４５】
　他の実施形態において、ω－６脂肪酸（アラキドン酸が挙げられる）が、本開示の組成
物に添加され得る。
【００４６】
　なおさらなる実施形態において、リン脂質が、本開示の組成物に添加され得る。適切な
リン脂質としては、ホスファチジルコリン（ＰＣ）、モノアシルホスファチジルコリン（
ＭＡＰＣ）、ジアシルホスファチジルコリン（ＤＡＰＣ）、ホスファチジルセリン（ＰＳ
）、ホスファチジルエタノールアミン（ＰＥ）、ホスファチジルイノシトール（ＰＩ）、
ホスファチジルグリセロール（ＰＧ）、プラスマロゲン、スフィンゴミエリン、セラミド
、シリアチン、リン脂質基を有するポリマー、およびこれらの誘導体が挙げられるが、こ
れらに限定されない。いくつかの実施形態において、ホスホリルコリン基を有するコポリ
マー（例えば、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンと他のモノマー（メタ
クリレート（例えば、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸ベンジル、メタクリロイルオキ
シエチルフェニルカルバメート、およびフェニルメタクリロイルオキシエチルカルバメー
ト）が挙げられる）とのコポリマー）が、本開示の組成物に添加され得る。
【００４７】
　ある実施形態において、ポリマー（例えば、上に記載されたカプロラクトン／グリコリ
ドコポリマー）は、コーティングの約４５重量％～約６０重量％の量で存在し得、そして
脂肪酸成分（例えば、脂肪酸塩または脂肪酸エステルの塩）は、コーティングの約４０重
量％～約５５重量％の量で存在し得る。他の実施形態において、ポリマー（例えば、上に
記載されたカプロラクトン／グリコリドコポリマー）は、コーティングの約５０重量％～
約５５重量％の量で存在し得、そして脂肪酸成分は、コーティングの約４５重量％～約５
０重量％の量で存在し得る。
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【００４８】
　ある実施形態において、グリコリド／カプロラクトンポリマーとラクチル酸ステアロイ
ルカルシウムとの、５２／４８の重量％の混合物が、コーティングとして利用され得る。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、本開示の組成物はまた、１種以上の医療薬剤を含有し得
、この医療薬剤は、インビボで生体吸収性ブレンドから放出される。本明細書中で使用さ
れる場合、「医療薬剤」は、その最も広い意味で使用され、そして臨床用途を有する任意
の物質または物質の混合物を包含する。従って、医療薬剤は、それ自体が薬理学的活性を
有しても有さなくてもよい（例えば、染料）。本開示の生分解性ブレンドと組み合わせら
れ得るかまたは混合され得る医療薬剤のクラスの例としては、抗菌薬、鎮痛薬、解熱薬、
麻酔薬、鎮痙薬、抗ヒスタミン薬、抗炎症薬、心臓血管薬剤、診断剤、交感神経様作用薬
、コリン様作用薬、抗ムスカリン薬、鎮痙薬、ホルモン、増殖因子、成長因子、筋弛緩薬
、アドレナリン作用性ニューロン遮断薬、抗腫瘍薬、免疫抑制薬、胃腸薬、利尿薬、ステ
ロイド、多糖類、および酵素が挙げられる。医療薬剤の組み合わせが使用され得ることも
また意図される。
【００５０】
　本開示の生体吸収性ブレンドに医療薬剤として含有され得る適切な抗菌剤としては、ト
リクロサン（ｔｒｉｃｌｏｓａｎ）（２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフ
ェニルエーテルとしてもまた公知）、クロルヘキシジンおよびその塩（酢酸クロルヘキシ
ジン、グルコン酸クロルヘキシジン、塩酸クロルヘキシジン、および硫酸クロルヘキシジ
ンが挙げられる）、銀およびその塩（酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、クエン酸銀、ヨウ素
酸銀、ヨウ化銀、乳酸銀、ラウリン酸銀、硝酸銀、酸化銀、パルミチン酸銀、銀タンパク
、および銀スルファジアジンが挙げられる）、ポリミキシン、テトラサイクリン、アミノ
グリコシド（例えば、トブラマイシンおよびゲンタマイシン）、リファンピシン、バシト
ラシン、ネオマイシン、クロラムフェニコール、ミコナゾール、キノロン（例えば、オキ
ソリン酸、ノルフロキサシン、ナリジクス酸、ペフロキサシン（ｐｅｆｌｏｘａｃｉｎ）
、エノキサシンおよびシプロフロキサシン）、ペニシリン（例えば、オキサシリンおよび
ピプラシル（ｐｉｐｒａｃｉｌ））、ノンオキシノール９、フシジン酸、セファロスポリ
ン、ならびにこれらの組み合わせが挙げられる。さらに、ポリマー薬物、抗菌タンパク質
およびペプチド（例えば、ラクトフェリンおよびラクトフェリシンＢ）、ならびにこれら
の組み合わせが、本開示のブレンドまたはエマルジョン中に医療薬剤として含有され得る
。ラクトフェリンおよび／またはラクトフェリシンＢは、ヤギ、ウシなどの動物、ヒト、
またはヒト組み替え供給源から得られ得る。本開示の組成物に含有され得る他の抗菌剤と
しては、ディフェンシン、カテリシジン、ヒスタチン、セクロピン、マガイニン、および
これらの組み合わせが挙げられる。
【００５１】
　本開示の組成物に医療薬剤として含有され得る他の医療薬剤としては、局所麻酔薬；非
ステロイド性抗受精剤；副交感神経様作用剤；精神療法剤；トランキライザ；うっ血除去
薬；鎮静催眠薬；ステロイド；スルホンアミド；交感神経様作用剤；ワクチン；ビタミン
；抗マラリア薬；抗片頭痛薬；抗パーキンソン剤（例えば、Ｌ－ドパ）；鎮痙薬；抗コリ
ン作用性剤（例えば、オキシブチニン）；鎮咳薬；気管支拡張薬；心臓血管薬剤（例えば
、冠状血管拡張薬およびニトログリセリン）；アルカロイド；鎮痛薬；麻酔薬（例えば、
コデイン、ジヒドロコデイノン、メペリジン、モルヒネなど）；非麻酔薬（例えば、サリ
チレート、アスピリン、アセトアミノフェン、ｄ－プロポキシフェンなど）；オピオイド
レセプターアンタゴニスト（例えば、ナルトレキソンおよびナロキソン）；抗癌剤；鎮痙
薬；制吐薬；抗ヒスタミン薬；抗炎症剤（例えば、ホルモン剤、ヒドロコルチゾン、プレ
ドニゾロン、プレドニゾン、非ホルモン剤、アロプリノール、インドメタシン、フェニル
ブタゾンなど）；プロスタグランジンおよび細胞傷害性薬剤；エストロゲン；抗菌剤；抗
真菌剤；抗ウイルス剤；抗凝固薬；鎮痙薬；抗うつ薬；抗ヒスタミン薬；ならびに免疫学
的薬剤が挙げられる。
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【００５２】
　本開示の組成物（例えば、生体吸収性のブレンドまたはエマルジョン）に含有され得る
適切な医療薬剤の他の例としては、ウイルスおよび細胞、ペプチド（例えば、黄体化ホル
モン放出ホルモンアナログ（例えば、ゴセレリンおよびエキセンジン（ｅｘｅｎｄｉｎ）
））およびタンパク質、アナログ、ムテイン、ならびにその活性フラグメント（例えば、
免疫グロブリン、抗体、サイトカイン（例えば、リンホカイン、モノカイン、ケモカイン
））、血液凝固因子、造血因子、インターロイキン（ＩＬ－２、ＩＬ－３、ＩＬ－４、Ｉ
Ｌ－６）、インターフェロン（β－ＩＦＮ、α－ＩＦＮおよびγ－ＩＦＮ）、エリスロポ
イエチン、ヌクレアーゼ、腫瘍壊死因子、コロニー刺激因子（例えば、ＧＣＳＦ、ＧＭ－
ＣＳＦ、ＭＣＳＦ）、インスリン、酵素（例えば、スーパーオキシドジスムターゼ、組織
プラスミノゲン賦活剤）、癌抑制因子、血液タンパク質、性腺刺激ホルモン（例えば、Ｆ
ＳＨ、ＬＨ、ＣＧなど）、ホルモンおよびホルモンアナログ（例えば、成長ホルモン、副
腎皮質刺激ホルモンおよび黄体化ホルモン放出ホルモン（ＬＨＲＨ））、ワクチン（例え
ば、腫瘍抗原、細菌抗原およびウイルス抗原）；ソマトスタチン；抗原；血液凝固因子；
増殖因子または成長因子（例えば、神経発育因子、インスリン様成長因子）；タンパク質
インヒビター、タンパク質アンタゴニスト、およびタンパク質アゴニスト；核酸（例えば
、アンチセンス分子、ＤＮＡおよびＲＮＡ）；オリゴヌクレオチド；ならびにリボザイム
が挙げられる。
【００５３】
　存在する医療薬剤の量は、選択される特定の医療薬剤に依存するが、代表的に、使用さ
れる量は、組成物の０．０１重量％～１０重量％の範囲である。
【００５４】
　ある実施形態において、本開示の組成物は、ラクトフェリン、ラクトフェリシン、これ
らの組み合わせなどを有し得る。ラクトフェリンとは、乳汁および他の体液中の、８０ｋ
Ｄａの分子量を有する糖タンパク質であり、そして宿主の防衛系において重要な役割を果
たす。ラクトフェリシンは、プロテイナーゼであるペプシンによるラクトフェリンの加水
分解により生成するペプチドであり、ラクトフェリンより高い抗菌活性を有する。
【００５５】
　ラクトフェリン（ＬＦ）は、８０ｋＤａであり、そしてラクトフェリシン（ＬＦＣ）は
、ＬＦのペプシン加水分解産物である。ラクトフェリンは、多くの種（ヒトおよびウシが
挙げられる）の乳汁中に見出される、鉄結合糖タンパク質である。ラクトフェリンは、外
分泌液（例えば、胆汁、唾液および涙液）中にもまた存在する。哺乳動物の上皮細胞と多
形核細胞との両方が、このタンパク質を放出し得る。感染中の乳汁への白血球の移動は、
乳汁中のＬＦ濃度の劇的な増加を伴う。好中球の特定の顆粒中のＬＦの存在およびその炎
症反応における放出は、免疫調節において役割を果たすと考えられている。ＬＦはまた、
ＤＮＡに結合することが示されており、これは、様々な分子の転写活性化をもたらし得る
。多くの報告が、ＬＦを、感染および過剰な炎症に対する宿主防御における重要な因子で
あると認めている。このタンパク質は、その鉄で制限された形態で、多くの病原性微生物
の増殖を阻害することが示されている。ＬＦがＢｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．の増殖を、その鉄レベルとは無関係に促進する能力が、実証されている。培地中での鉄
の結合は、ＬＦが微生物の増殖阻害を誘導する最も周知の機構である。グラム陰性微生物
のＬＦ媒介性静菌作用はまた、リポ多糖類（ＬＰＳ）のリピドＡとの相互作用および外膜
の細孔形成タンパク質（ポーリン）との相互作用を包含し、微生物の壁の完全性および透
過性を変化させ得る。Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓの陰イオ
ン性リポテイコ酸へのＬＦの結合は、負電荷を低下させ、ペプチドグリカンへのリボザイ
ムのより大きいアクセス可能性を可能にすることが提唱されている。グラム陽性ウシ乳腺
炎病原体におけるＬＦまたはＬＦＣの他の抗菌機構は、記載されていない。
【００５６】
　本開示のコーティングは、他の任意の成分（例えば、安定剤、増粘剤、着色剤など）を
含有し得る。これらの任意の成分は、このコーティングの総重量の約１０％までで存在し
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得る。
【００５７】
　ある実施形態において、本開示に従う縫合糸は、当業者の知識の範囲内である任意の外
科手術用針に取り付けられて、針付き縫合糸を製造し得る。創傷は、針付き縫合糸を組織
に通して創傷閉鎖を作製することにより、縫合され得る。次いで、この針がこの縫合糸か
ら除去され得、そしてこの縫合糸が結ばれ得る。この縫合糸は組織内に残り得、そしてそ
の低下した細菌コロニー形成および／またはその増強された抗菌特性によって、その組織
の汚染および感染を防止することを補助し得、これによって、創傷の治癒を促進し、そし
て感染を最小にする。この縫合糸コーティングはまた、有利には、外科医が縫合糸を組織
に通す能力を増強し、そして外科医がこの縫合糸を結び得る容易さおよび信頼性を増加さ
せる。
【００５８】
　本開示の組成物は、当業者の知識の範囲内である任意の技術を使用して調製され得る。
組成物を形成するために利用されるポリマーの両方が同じ溶媒に可溶性である場合、適切
な量の各ポリマーがその溶媒に溶解され得、そして医療デバイスに溶液として塗布され得
る。この溶媒の蒸発の際に、このブレンドのコーティングがこの医療デバイス上に残る。
いくつかのブレンドは、通常の混合により得られ得る。他の実施形態において、この生体
吸収性ブレンドが医療薬剤を送達するために利用される場合には特に、この医療薬剤をこ
の組成物に、例えば、ボールミル、ディスクミル、サンドミル、アトリションミル（ａｔ
ｔｒｉｔｏｒ）、ロータステータミキサー、超音波処理などのプロセスにより混合するこ
とが望ましくあり得る。他の実施形態において、これらの２つのポリマーは、溶融ブレン
ドされ得、そして医療デバイスを形成またはコーティングするために使用され得る。本発
明のブレンドを作製および使用するための他の方法は、当業者に容易に明らかになる。
【００５９】
　あるいは、本開示の組成物の２つの成分が互いに、またはこの組成物を形成するために
利用される溶媒と、完全には混和性ではない場合、エマルジョンが形成され得、そして当
業者に公知である任意の手段によって、薬物送達デバイスが挙げられる医療デバイス、ま
たは医療デバイスのためのコーティングを形成するために、利用され得る。
【００６０】
　医療薬剤が使用される場合、この医療薬剤は、溶液に入れられ得、そして本開示の組成
物が、別の溶液に入れられ得、そしてこれらの２つの溶液が合わせられて、エマルジョン
または懸濁物を形成し得る。界面活性剤、乳化剤、または安定剤の形態の、生体適合性分
散剤が、このブレンドに添加されて、本開示の組成物全体への医療薬剤の分散を補助し得
る。
【００６１】
　アジュバントが添加されて、上に記載された組成物を滅菌または防腐し得る。このよう
なアジュバントとしては、非イオン性界面活性剤が挙げられ、これらとしては、アルコー
ルエトキシレート、グリセロールエステル、ポリオキシエチレンエステル、脂肪酸のグリ
コールエステル、およびこれらの組み合わせが挙げられる。好ましい非イオン性界面活性
剤は、ステアリン酸、オレイン酸、およびラウリン酸のグリセロールエステル、脂肪酸の
エチレングリコールエステルおよび／またはジエチレングリコールエステル、ならびにこ
れらの組み合わせである。
【００６２】
　本明細書中に記載される組成物は、非毒性である。本明細書中のブレンドおよびまたは
エマルジョンは、その特定の物理的性質（これらが調製されるポリマーの性質によりかな
り影響を受ける）に依存して、種々の移植可能な医療デバイスおよびプロテーゼ（例えば
、クリップ、ステープル、縫合糸、縫合糸コーティングなど）の全体または一部の製造に
おいて、使用され得る。縫合糸に塗布される場合、本明細書中の組成物を含有するコーテ
ィング組成物は、適切な潤滑性、結び目の縛り付け、および結び目のきつさの特徴を有す
る縫合糸を生じる。
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【００６３】
　本開示の組成物が医療デバイスを形成するために使用される場合、これらのデバイスは
、このブレンドを、当業者に公知である温度および圧力で射出成形することにより、製造
され得る。代表的に、射出成形装置への供給物は、ペレット形態の、２つのポリマー成分
の溶融ブレンドである。これらの成分は、加工中の加水分解を回避する目的で、射出成形
されるときに非常に乾燥しているべきである。融解後、外科手術用デバイスが、従来の手
順により包装および滅菌され得る。このデバイスをアニーリングして、残留する応力およ
びひずみを除き、このデバイスの形状を安定化させ、そして部品内の欠損を減少または排
除することが望ましくあり得る。アニーリングは、代表的に、この医療デバイスをガラス
転移温度より高い温度（この温度において、鎖の移動度が最大である）まで再度加熱し、
次いで、再導入を回避するようにこのデバイスを次第にゆっくりと冷却することを包含す
る。ポリマー構造体をアニーリングするための手順、条件および装置は、当該分野におい
て周知である。
【００６４】
　本開示の組成物が医療デバイスのための吸収性コーティングとして使用される場合、こ
のコーティングは、任意の公知の技術（例えば、押し出し、成形および／または溶媒キャ
スティングなど）を使用して形成され得る。この組成物は、単独で使用されても、吸収性
組成物とブレンドされても、非吸収性成分とブレンドされてもよい。広範な種々の外科手
術用物品が、本明細書中の組成物でコーティングされ得る。これらの物品としては、クリ
ップおよび他のファスナー、ステープル、縫合糸、ピン、ねじ、プロテーゼデバイス（例
えば、人工腱および人工靭帯）、創傷用包帯、薬物送達デバイス、織られたメッシュ、凍
結乾燥された生物学的メッシュ、複合メッシュ、ガーゼ、成長マトリックス、吻合リング
、ならびに他の移植可能なデバイスが挙げられるが、これらに限定されない。本発明の組
成物でコーティングされた繊維は、他の繊維（吸収性または非吸収性のいずれか）と編ま
れるかまたは織られて、メッシュまたは布を形成し得る。
【００６５】
　１つの実施形態において、本開示の組成物は、コーティングが塗布されるべきいずれの
ポリマーデバイスに対しても非溶媒である溶媒に溶解されることによって、コーティング
として塗布され得る。次いで、本開示の組成物を含有する溶液は、医療デバイスをこの溶
液に浸漬すること、この医療デバイスをブラシまたは他のアプリケータに通すこと、ある
いはこの医療デバイスの表面に溶液を噴霧することによって、医療デバイスに塗布され得
る。本開示の組成物を溶解する際に使用するために適切な溶媒としては、揮発性溶媒（例
えば、塩化メチレンおよびアセトン）が挙げられるが、これらに限定されない。次いで、
このコーティング溶液で濡らされた医療デバイスが引き続いて、この溶媒を気化させて除
去するために充分な時間にわたって充分な温度で、乾燥オーブン内を通過させられ得るか
または乾燥オーブン内に保持され得る。所望であれば、縫合糸コーティング組成物は、必
要に応じて、さらなる成分（例えば、色素、抗生物質、防腐剤、増殖因子、成長因子、抗
炎症剤など）を含有し得る。
【００６６】
　溶液として塗布される場合、利用される溶媒の量は、本開示の組成物を塗布するために
利用される溶液の約８５重量％～約９９重量％、ある実施形態においては、約９０重量％
～約９８重量％であり得る。この溶液は、上に記載されたブレンドまたはエマルジョン、
および任意のさらなる医療薬剤またはアジュバントを含有する。いくつかの実施形態にお
いて、溶媒は、本開示の組成物を塗布するために利用される溶液の約９５重量％で存在し
得る。
【００６７】
　他の実施形態において、本開示のコーティング組成物は、エマルジョンとして塗布され
得る。ある実施形態において、エマルジョンは、第一のポリマー成分を水に溶解すること
；第二のポリマーを有機溶媒に溶解することにより有機溶液を得ること；この有機溶液と
この水溶液とを接触させることにより混合物を得ること；およびこの混合物を乳化させる



(19) JP 2010-279691 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

ことによりエマルジョンを得ることにより調製され得る。
【００６８】
　この有機溶媒は、クロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化メチレン、キシレ
ン、ベンゼン、トルエン、ヘキサン、シクロヘキサン、ジエチルエーテル、二硫化炭素、
これらの組み合わせなどであり得る。
【００６９】
　ある実施形態において、この混合物中の有機溶液対水溶液の比は、約１部の有機溶液対
約１部の水溶液から、約２０部の有機溶液対約１部の水溶液まで（すなわち、約１：１～
約２０：１）であり得る。
【００７０】
　他の実施形態において、水溶液または有機溶液は、コーティングのポリマー成分を含有
し得、生物活性薬剤が、他方の相内に存在する。
【００７１】
　ある実施形態において、本開示のコーティング組成物は、油中水（Ｗ／Ｏ）エマルジョ
ンを含有する。Ｗ／Ｏエマルジョンを調製する任意の方法が本開示により想定されること
が理解されるべきであるが、Ｗ／Ｏエマルジョンは、油相を水相で乳化させて、外観が乳
状であるエマルジョンを得ることにより、調製され得る。
【００７２】
　疎水性薬学的薬剤について、油相は、水と非混和性である有機溶媒に溶解した、少なく
とも１つのポリマーおよび少なくとも１つの疎水性薬学的薬剤を含有し得る。従って、疎
水性薬学的薬剤については、本開示のコーティング組成物は、少なくとも１つのポリマー
および少なくとも１つの薬学的薬剤を、水非混和性の有機溶媒に溶解させて油相を得るこ
と、およびこの油相を水相で乳化させて乳状エマルジョンを得ることにより、調製され得
る。
【００７３】
　別の実施形態において、薬学的薬剤は、水溶性または親水性である。親水性薬学的薬剤
について、油相は、水と非混和性である有機溶媒に溶解した少なくとも１つの生体分解性
生体適合性ポリマーを含有し得、そして水相は、水に溶解した少なくとも１つの水溶性ま
たは親水性薬学的薬剤を含有し得る。
【００７４】
　従って、水溶性または親水性の薬学的薬剤について、コーティング組成物は、少なくと
も１つの生体適合性生分解性ポリマーを水非混和性有機溶媒に溶解して油相を得ること、
少なくとも１つの水溶性または親水性の薬学的薬剤を水に溶解して水相を得ること、およ
びこの油相をこの水相で乳化させて乳状エマルジョンを得ることにより、調製され得る。
【００７５】
　他の実施形態において、この水溶液は、生物活性薬剤を含有し得、そしてこの混合物中
の有機溶液対水溶液の比は、約３部の有機溶液対約１部の水溶液から、約２０部の有機溶
液対約１部の水溶液まで（すなわち、約３：１～約２０：１）であり得る。
【００７６】
　他の実施形態において、有機溶液は、疎水性生物活性薬剤を含有し、そしてこの混合物
中の有機溶液対水溶液の比は、約１部の有機溶液対約１部の水溶液から、約８部の有機溶
液対約１部の水溶液まで（すなわち、約１：１～約８：１）であり得る。
【００７７】
　この水相は、当業者に明らかであるように、水中での薬学的薬剤の安定性を増強する他
の薬剤をさらに含有し得る。例えば、この水相は、ｐＨ、塩などの調整または維持のため
の、薬学的に受容可能な緩衝剤をさらに含有し得る。
【００７８】
　必要に応じて、この水相は、１種または複数の乳化剤をさらに含有し得る。このような
薬剤は、以下でさらに議論されるように、コーティング組成物の粘度を調整するために有
用であり得る。存在する場合、この乳化剤は、水相の約０．１％～約１０％（ｗ／ｖ）、
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ある実施形態においては、約１％～約３％（ｗ／ｖ）の量で存在し得る。
【００７９】
　適切な乳化剤としては、例えば、脂肪アルコール（例えば、ポリビニルアルコール、ラ
ウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコールお
よびオレイルアルコール）；脂肪酸（例えば、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸
、ステアリン酸、イソステアリン酸およびオレイン酸）；脂肪酸エステル（例えば、モノ
ステアリン酸グリセロール）；ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル（商標ＴＷ
ＥＥＮＴＭ（Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｉｎｃ．，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌ．の登録商標
；Ｓｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，Ｍｏ．から入手可能）の
もとで市販されているもの）；ポリアルキレングリコール（例えば、ポリエチレングリコ
ール）；トリエタノールアミン脂肪酸エステル（例えば、オレイン酸トリエタノールアミ
ン）；脂肪酸塩（例えば、オレイン酸ナトリウム）；ドデシル硫酸ナトリウム（ＳＤＳ）
；酢酸セルロース；ポロキサマー（例えば、エチレンオキシドとプロピレンオキシドとの
ブロックコポリマー（商標ＰＬＵＲＯＮＩＣ　Ｆ－６８ＴＭおよびＰＬＵＲＯＮＩＣ　Ｆ
－１２７ＴＭ（ＢＡＳＦの登録商標；Ｓｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｓｔ．Ｌ
ｏｕｉｓ，Ｍｏ．から入手可能）のもとで販売されている））；第四級アンモニウム化合
物（例えば、ジドデシルジメチルアンモニウムブロミド（ＤＭＡＢ））；ならびに油（例
えば、鉱油、ペトロラタム、綿実油、ヤシ油、ゴマ油、落花生油、ミリスチン酸イソプロ
ピルおよびパルミチン酸イソプロピル）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００８０】
　上記説明は、本発明に従う、医療デバイス、薬物送達デバイス、またはコーティング組
成物としての、ブレンドまたはエマルジョンの、必要に応じて医療薬剤またはアジュバン
トと組み合わせての使用を記載するが、類似の方法および手順が利用され得、この場合、
本開示の組成物は、医療薬剤またはアジュバントと組み合わせられた１つのポリマーから
少なくとも部分的に作製され、第二の成分（これは、ポリマーまたはオリゴマーであり得
る）は添加されない、コーティングを含む。当業者に容易に明らかであるように、本開示
の組成物を形成する際に同じかまたは類似の溶媒、処理条件などが利用され得る。
【００８１】
　本明細書中の組成物は、任意の型の医療デバイスに塗布され得るが、この組成物は、縫
合糸のためのコーティングとして特に有用であり得る。縫合糸に塗布される組成物の量は
、この縫合糸の構造（例えば、モノフィラメントであるかマルチフィラメントであるか）
、この縫合糸のサイズおよびその組成に依存して変動する。マルチフィラメント縫合糸に
ついて、フィラメントの数および編組または撚りのきつさもまた、コーティングの量に影
響を与え得る。
【００８２】
　このコーティングは、モノフィラメント縫合糸とマルチフィラメント編組縫合糸との両
方に塗布され得、これらの縫合糸もまた、いくつかの実施形態において、生体吸収性であ
り得る。縫合糸（生体吸収性編組縫合糸を含む）のために利用される適切な生体吸収性の
モノマーおよびポリマーとしては、ラクチド、グリコリド、トリメチルカーボネート、ε
－カプロラクトン、カプロラクタム、ポリエステル、ナイロンなどが挙げられる。このコ
ーティングは、ベースの縫合糸基材の約０．５％～約１５％（ｗ／ｗ）、ある実施形態に
おいては、ベースの縫合糸基材の約１％～約５％（ｗ／ｗ）の量で存在し得る。コーティ
ングの厚さは、多数の要因に依存するが、１ミクロン未満の厚さから、数ミリメートルの
厚さまでであり得る。
【００８３】
　本開示の組成物は、医療デバイスのためのコーティングとして利用される場合、このデ
バイスの表面特性（例えば、細胞およびタンパク質の接着、潤滑性、薬物送達、タンパク
質またはＤＮＡの送達など）を改善する。生体吸収性ブレンドコーティングは、細菌接着
／コロニー形成、デバイス自体により引き起こされる感染または増悪を防止する際、およ
びこのデバイスの取り扱い特性を改善する際に、特に有用であり得る。
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【００８４】
　本開示の組成物はまた、フィルムおよび／または発泡体に形成され得、これは次に、創
傷（例えば、切り傷、深い傷、潰瘍および火傷）に適用されて、治癒を補助し得る。医療
薬剤（例えば、創傷治癒剤および抗菌剤）が組み込まれて、損傷した組織の治癒を速め得
る。この様式で、種々の増殖因子、成長因子、抗生物質および抗真菌剤が、本開示の生体
吸収性ブレンドに組み込まれ得る。
【００８５】
　医療薬剤が本開示の生体吸収性ブレンドに組み込まれる場合、本開示の組成物は、即時
に放出し得るか、遅延放出し得るか、または持続放出し得る、医療薬剤の部位特異的放出
を提供するための薬物送達デバイスとして利用され得る。即時放出系は、薬物投与を即座
に提供する。遅延放出系は、薬物の反復的な断続的な投与を提供する。持続放出系は、長
期間にわたる薬物のゆっくりした放出を達成し、そして治療有効濃度の薬物を標的部位に
維持する。本明細書中の組成物と混合される医療薬剤は、代表的に、生体吸収性移植物お
よび／または生体吸収性コーティングが分解するにつれて、この生体吸収性移植物および
／または生体吸収性コーティングから拡散することにより、遅延放出治療または持続放出
治療を提供する。
【００８６】
　任意の公知の技術が、エマルジョンを物品（ある実施形態においては、縫合糸）に塗布
するために使用され得る。適切な技術としては、浸漬、噴霧、ワイピングおよびブラッシ
ングが挙げられる。エマルジョンで濡らされた物品は、引き続いて、このエマルジョンを
形成する際に利用されたあらゆる液体を蒸発させて除去するために充分な時間および温度
で、乾燥オーブンを通過させられ得るかまたは乾燥オーブン内に保持され得る。
【００８７】
　本開示のコーティングでコーティングされた物品は、細菌に対する抵抗性の改善を必要
とする任意の材料から形成され得る。このような物品としては、布、包装材料、医療デバ
イスなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【００８８】
　本開示のコーティングでコーティングされ得る布としては、天然繊維、合成繊維、天然
繊維のブレンド、合成繊維のブレンド、および天然繊維と合成繊維とのブレンドから作製
された布が挙げられる。布を形成するために利用される適切な材料としては、ポリエステ
ル、ポリアミド、ポリオレフィン、ハロゲン化ポリマー、ポリエステル／ポリエーテル、
ポリウレタン、これらのホモポリマー、これらのコポリマー、およびこれらの組み合わせ
が挙げられる。適切な材料の具体的な例としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
ブチレン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレンテレフタレート、ナイロン６、およびナイロン
６，６が挙げられる。
【００８９】
　本開示のコーティングでコーティングされ得る医療デバイスとしては、縫合糸、ステー
プル、メッシュ、パッチ、スリング、ステント、移植片、クリップ、ピン、ねじ、リベッ
ト、鋲、骨プレート、薬物送達デバイス、創傷用包帯、織られたデバイス、不織デバイス
、編組デバイス、接着障壁、組織足場、および他の移植物が挙げられるが、これらに限定
されない。
【００９０】
　医療デバイスは、その医療デバイスの意図される用途のために適切な物理特性を有する
任意の材料から形成され得る。従って、医療デバイスは、吸収性材料、非吸収性材料、お
よびこれらの組み合わせから形成され得る。医療デバイスを形成するために利用され得る
適切な吸収性材料としては、トリメチレンカーボネート、カプロラクトン、ジオキサノン
、グリコール酸、乳酸、グリコリド、ラクチド、これらのホモポリマー、これらのコポリ
マー、およびこれらの組み合わせが挙げられる。医療デバイスを形成するために利用され
得る適切な非吸収性材料としては、ポリオレフィン（例えば、ポリエチレン、ポリプロピ
レン、ポリエチレンとポリプロピレンとのコポリマー、およびポリエチレンとポリプロピ
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レンとのブレンド）が挙げられる。
【００９１】
　１つの実施形態において、本開示に従って処理される医療デバイスは、縫合糸であり得
る。本開示に従う縫合糸は、モノフィラメントであってもマルチフィラメントであっても
よく、そして任意の従来の材料（生体吸収性材料と非生体吸収性材料との両方が挙げられ
、例えば、外科手術用ガット、絹、綿、ポリオレフィン（例えば、ポリプロピレン）、ポ
リアミド、ポリグリコール酸、ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレート）お
よびグリコリド－ラクチドコポリマーなどである）から作製され得る。
【００９２】
　ある実施形態において、縫合糸は、ポリオレフィンから作製され得る。適切なポリオレ
フィンとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンとポリプロピレンとのコ
ポリマー、およびポリエチレンとポリプロピレンとのブレンドが挙げられる。いくつかの
実施形態において、ポリプロピレンが、縫合糸を形成するために利用され得る。ポリプロ
ピレンは、アイソタクチックポリプロピレンであっても、アイソタクチックポリプロピレ
ンとシンジオタクチックポリプロピレンとの混合物であっても、アイソタクチックポリプ
ロピレンとアタクチックポリプロピレンとの混合物であってもよい。
【００９３】
　他の実施形態において、縫合糸は、合成吸収性ポリマー（例えば、グリコリド、ラクチ
ド、カプロラクトン、アルキレンカーボネート（すなわち、トリメチレンカーボネート、
テトラメチレンカーボネートなど）、ジオキサノン、ならびにこれらのコポリマーおよび
組み合わせから作製されるポリマー）から作製され得る。利用され得る１つの組み合わせ
は、グリコリドとラクチドとをベースとするポリエステル（グリコリドとラクチドとのコ
ポリマーが挙げられる）を含む。
【００９４】
　上記のように、縫合糸は、モノフィラメントであってもマルチフィラメントであっても
よい。この縫合糸がモノフィラメントである場合、このような縫合糸を製造する方法は、
当業者の知識の範囲内である。このような方法は、縫合糸材料（例えば、ポリオレフィン
樹脂）を形成する工程、およびこの樹脂を押し出し、延伸し、そしてアニーリングして、
モノフィラメントを形成する工程を包含する。
【００９５】
　この縫合糸がマルチフィラメントから作製される場合、この縫合糸は、当業者の知識の
範囲内である任意の技術（例えば、編組、織ることおよび／または編むこと）を使用する
ことにより作製され得る。これらのフィラメントはまた、不織縫合糸を製造するために、
融合、接着、のり付け、コーティング、重ね押し出し（ｏｖｅｒ　ｅｘｔｒｕｄｉｎｇ）
（シース／コア）などにより合わせられ得る。これらのフィラメント自体は、縫合糸形成
プロセスの一部として糸を形成するために、延伸、配向、捲縮、加撚、混繊または空気絡
ませ（ａｉｒ　ｅｎｔａｎｇｌｅ）を行われ得る。
【００９６】
　ある実施形態において、本開示のマルチフィラメント縫合糸は、編組により製造され得
る。編組は、当業者の知識の範囲内である任意の方法によりなされ得る。例えば、縫合糸
および他の医療デバイスのための編組構築物は、米国特許第５，０１９，０９３号、同第
５，０５９，２１３号、同第５，１３３，７３８号、同第５，１８１，９２３号、同第５
，２２６，９１２号、同第５，２６１，８８６号、同第５，３０６，２８９号、同第５，
３１８，５７５号、同第５，３７０，０３１号、同第５，３８３，３８７号、同第５，６
６２，６８２号、同第５，６６７，５２８号、および同第６，２０３，５６４号に記載さ
れており、これらの各々の全開示は、本明細書中に参考として援用される。一旦、縫合糸
が構築されると、この縫合糸は、当業者の知識の範囲内である任意の手段により滅菌され
得る。
【００９７】
　いくつかの場合において、管状の編組（すなわち、シース）が、編組機の中心を通して
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供給されるコア構造体の周りに構築され得る。公知の管状編組縫合糸（コアを有するもの
を含む）は、例えば、米国特許第３，１８７，７５２号、同第３，５６５，０７７号、同
第４，０１４，９７３号、同第４，０４３，３４４号、および同第４，０４７，５３３号
に開示されている。
【００９８】
　本開示に従ってコーティングされた縫合糸は、抗菌特性を有し得る。本開示においてコ
ーティングされた縫合糸はまた、コロニー形成に対して抵抗性であるその滑らかな表面に
部分的に依存して、細菌コロニー形成に抵抗し得る。ある実施形態において、本開示の縫
合糸は、細長い構造を有し得、そして少なくとも１つのポリマーフィラメント（ある実施
形態においては、複数のフィラメント）から形成され得る。これらのフィラメントは、生
理学的条件下で吸収性であるポリマーから形成され得、そして本開示のコーティングが、
その表面に配置され得る。
【００９９】
　本開示に従う医療デバイス（例えば、縫合糸）および包装材料は、当業者の知識の範囲
内である技術に従って滅菌され得る。例えば、縫合糸などの医療デバイスは、エチレンオ
キシド処理、γ線放射、電子線放射、プラズマ処理、これらの組み合わせなどに供されて
、この縫合糸およびその上の任意のコーティングが滅菌され得る。
【０１００】
　布（個々の繊維および複数の繊維から作製された布を含む）は、類似の様式で形成およ
び／またはコーティングされ得る。
【０１０１】
　本開示のコーティングは、物品の処理、取り扱いおよび保存中に、この物品の表面に付
着したままである。このことは、任意の物品から任意の包装材へ、任意の包装材から任意
の物品へ、環境へなどのコーティングの損失または移動を最小にする。
【０１０２】
　以下の実施例は、ポリマー組成物の具体的な実施形態の例示であり、これらのポリマー
組成物の限定であると解釈されるべきではない。
【実施例】
【０１０３】
　（実施例１）
　生体適合性の生分解性ポリマーを、以下のように製造した。１ガロン（約３．７８×１
０－３ｍ３）の反応容器を洗浄し、そして１トル（約１３３．３Ｐａ）未満の圧力に達す
るまで減圧に供した。１０００±１グラムのポロキサマー１８８（ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登
録商標）Ｆ６８）をこの１ガロンの反応容器に入れ、その後、減圧を再度適用して、約１
トル未満の圧力を得た。その温度を約１０５℃まで上昇させ、そしてＰＬＵＲＯＮＩＣ（
登録商標）Ｆ６８をこの反応器内で約１４（±４）時間乾燥させた。この期間中、１２７
５±１グラムのε－カプロラクトンを３リットルの丸底フラスコに入れ、そして２２５±
１グラムのグリコリドを５００ｍｌの丸底フラスコに入れた。ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商
標）Ｆ６８の乾燥の終了の７５分～９０分前に、このε－カプロラクトンとグリコリドと
を、１０５℃の温度まで加熱したオーブンに入れた。ＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｆ６
８の乾燥が完了した後に、このグリコリドをこの反応器に添加し、続いてこのε－カプロ
ラクトンを添加した。次いで、この反応器に窒素を満たし、次いで２９５μＬのオクタン
酸スズを触媒としてこの反応器に添加した。
【０１０４】
　次いで、この反応器を１７８℃（±３℃）まで加熱し、そしてこの反応を４．５（±０
．２５）時間続けさせた。この反応が完了した後に、重合した生体吸収性ポリマーを押し
出し、そして最低約１６時間冷却した。
【０１０５】
　次いで、得られた生体吸収性ポリマーを、さらなる熱処理に供した。生体吸収性ポリマ
ーを減圧オーブンに入れ、これを１１０℃（±３℃）の温度で、１トル未満の減圧下３０
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±２時間加熱した。加熱後、このポリマーを減圧下で最低６時間冷却した。
【０１０６】
　この生体吸収性ポリマーのＮＭＲを、Ｂｒｕｋｅｒ　ＡＣ３００　ＮＭＲ分光計を利用
して実施した。得られたプロトンスペクトルは、この生体吸収性ポリマーの成分の同定を
可能にするピークを有した。
【０１０７】
　得られた生体吸収性ターポリマーは、約４０重量％のＰＬＵＲＯＮＩＣ（登録商標）Ｆ
６８、約５１重量％のカプロラクトイル基、約９重量％のグリコイル基、および１％以下
の残留カプロラクトンモノマーを有することがわかった。
【０１０８】
　（実施例２）
　細菌の付着およびコロニー形成を防止し、そして増強された縫合糸取り扱い特徴（低下
した組織抵抗が挙げられる）を提供するモノフィラメント外科手術用縫合糸を、以下のよ
うに調製した。実施例１のポリマーを、２％、５％および１０％（ｗ／ｗ）の濃度で塩化
メチレンに溶解した。モノフィラメントポリブタエステル（ブチレンテレフタレートとポ
リテトラメチレンエーテルグリコールとのコポリマー）の外科手術用縫合糸を、各溶液で
ディップコーティングによりコーティングして、この縫合糸上に均一なコーティングを作
製した。得られたコーティングレベルは、それぞれ２％、５％および１０％の溶液につい
て、縫合糸の重量に基づいて、１．０８％、３．６４％および６．８０％であった。１０
％溶液からのコーティングは、臨床感染のレベルにおいて、少なくとも８日間、縫合糸の
細菌コロニー形成を防止することがわかった。逆に、他のモノフィラメント（コーティン
グされていないポリブタエステル縫合糸を含む）は、３日のみで、臨床感染のレベルに達
した。
【０１０９】
　（実施例３）
　米国特許第５，７１６，３７６号（この開示は、この参照により本明細書中に参考とし
て援用される）の実施例に記載されるようなカプロラクトン／グリコリドコポリマーとラ
クチル酸ステアロイルカルシウムとの混合物でコーティングされた、グリコリド／ラクチ
ドコポリマーから作製された編組マルチフィラメントを、実施例１のポリマーでコーティ
ングした。コーティングポリマーを塩化メチレン中で溶媒和し（２％、５％および１０％
（ｗ／ｗ））、そしてこれらの縫合糸をディップコーティングによりこれらの３つの溶液
のうちの１つでコーティングした。このさらなるコーティングポリマーは、コーティング
されていない縫合糸またはＥｔｈｉｃｏｎのＶＩＣＲＹＬ（登録商標）Ｐｌｕｓ縫合糸（
グリコリド／ラクチドコポリマーから作製され、トリクロサンを含むコーティングを有す
る縫合糸）において観察されたよりも効果的な様式で、細菌の接着およびコロニー形成を
防止した。
【０１１０】
　（実施例４）
　実施例１の生体吸収性ポリマーを、米国特許第５，７１６，３７６号の実施例３の溶液
（得られる溶液の約２％、５％および１０％（ｗ／ｗ）に相当するε－カプロラクトン／
グリコリドコポリマーおよびラクチルステアリン酸カルシウムを含有する）とブレンドし
た。
【０１１１】
　マルチフィラメント編組グリコリド／ラクチド外科手術用縫合糸を、この縫合糸をこの
生体吸収性ブレンドを有する溶液中でディップコーティングし、そして加熱によりその溶
媒を除去して使用可能な外科手術用縫合糸を製造することにより、この生体吸収性ブレン
ドでコーティングした。
【０１１２】
　（実施例５）
　銀イオンおよび／または銀ガラス粒子を含有する、抗菌外科手術用縫合糸コーティング
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を、以下のように調製する。実施例１の生体吸収性ポリマーを１０％（ｗ／ｗ）の濃度で
塩化メチレン中で溶媒和させる。種々の銀塩（硝酸塩、クエン酸塩、スルファジアジン塩
、乳酸塩など）の懸濁物／溶液を、逆浸透（ＲＯ）水中で、高速混合しながら調製する。
水／有機物エマルジョンを、生体吸収性ポリマーコーティング溶液：銀懸濁物／溶液の８
：２～２：８の範囲の比で調製する。エマルジョンを激しく攪拌しながら形成し、そして
外科手術用縫合糸を、ディップコーティング技術によりコーティングした。このコーティ
ングは、ベース縫合糸基材の０．５％～１５％（ｗ／ｗ）、ある実施形態においては、約
１％～約５％（ｗ／ｗ）の量で存在する。銀イオンを含有するポリマーコーティングは、
縫合糸材料上への細菌コロニー形成を防止する。
【０１１３】
　（実施例６）
　市販のコーティングなしのＰＯＬＹＳＯＲＢＴＭ縫合糸（ＵＳＳＣ）を、１％（ｗ／ｖ
）ポリビニルピロリドン水溶液（ＰＶＰはＡｌｄｒｉｃｈ製であった）でディップコーテ
ィングし、そして約４０℃で一晩減圧下で乾燥させた。約５ｃｍの長さの縫合糸ストラン
ドを包装し、そしてエチレンオキシドにより滅菌した。ストランドを、以下のように、抗
コロニー形成特性についてアッセイした。Ｅ．ｃｏｌｉ（ＡＴＴＣ培養物から）の細菌ス
トックを、Ｌｏｇ８のＭｃＦａｒｌａｎｄ標準物質から調製し、そしてＬｏｇ３のストッ
ク濃度まで希釈した。縫合糸ストランドを１５ｍｌのガラス遠心管に入れ、そしてＬｏｇ
３　Ｅ．ｃｏｌｉ（約１０ｍｌ）を接種し、そして約３７℃剪断下（これらをロッキング
バスに供することによる）で一晩インキュベートした。
【０１１４】
　これらのストランドを取り出し、そして新鮮なトリプシンダイズブロス（ＴＳＢ）中で
約５秒間超音波処理し、新鮮なＴＳＢに移し、そして約１０分間ボルテックスして、接着
性細菌を除去した。このボルテックス工程後、約１ｍｌのＴＳＢを普通寒天培地にプレー
トし、そして一晩インキュベートし、そしてコロニー形成ユニット（ＣＦＵ）について計
数した。ＰＶＰでコーティングしたＰＯＬＹＳＯＲＢは、標準的なＰＯＬＹＳＯＲＢ縫合
糸と比較して、ｌｏｇ６の低下を示した。
【０１１５】
　（実施例７）
　ＰＶＰのトップコートを、グリコリド／カプロラクトンポリマーとラクチル酸ステアロ
イルカルシウムとの５２／４８重量％混合物のコーティングを有するＰＯＬＹＳＯＲＢ縫
合糸に、それぞれ１％（ｗ／ｖ）および２％（ｗ／ｗ）の濃度の、ＰＶＰの水溶液または
ＰＶＰの有機溶液のいずれかを使用して、塗布した。コーティングを、Ｄｅｉｔｚおよび
Ｓｃｈｅｌｌのコーティング装置を使用して、４０メートル／分の線速度を用い、約１０
０℃の温度のオーブン内で加熱して調製した。得られた縫合糸を、実施例１において上に
記載されたように一晩乾燥させた。
【０１１６】
　（実施例８）
　ラクチド／グリコリドコポリマー（約７０重量％のラクチドおよび約３０重量％のグリ
コリド）を含むＰＶＰのブレンドコーティング、グリコリド／カプロラクトンコポリマー
（約９０重量％のカプロラクトンおよび約１０重量％のグリコリド）を含むＰＶＰのブレ
ンドコーティング、および両方のコポリマー（すなわち、７０／３０ラクチド／グリコリ
ドコポリマーと９０／１０カプロラクトン／グリコリドコポリマー）を含むＰＶＰのブレ
ンドコーティング剤を実施例１において上に記載されたようにディップコーティングした
。これらのコポリマーのストック溶液を調製し、そしてＰＶＰを添加して、０．１％～５
％（ｗ／ｗ）の最終ＰＶＰ溶液濃度の範囲を達成した。全ての溶液が、塩化メチレンを溶
媒として利用した。これらの溶液をディップコーティングし、そして実施例１に記載され
るように乾燥させた。いくつかの組成物を、水性ＰＶＰ溶液でトップコートした。トップ
コートは、水性ＰＶＰ（１％ｗ／ｖ（１０ｍｇ／ｍｌ））を含有し、この中で、予めコー
ティングされた縫合糸を浸漬コーティング（１分以下）により水性ＰＶＰでオーバーコー
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トして、ＰＶＰのトップ障壁層を提供した。
【０１１７】
　（実施例９）
　様々な低分子量ＰＶＰブレンドコーティングの上に重ねた高分子量ＰＶＰトップコート
の組み合わせのうちのいくつかは、疎水性ポリマーまたはそのブレンドに組み込まれて、
生理学的水性環境にある場合に、縫合糸上へのより長いＰＶＰ滞留時間を与えることによ
り、耐コロニー形成効力および持続時間を延長する。高分子量ＰＶＰは、９００，０００
ｇ／ｍｏｌを超える分子量を有し得、一方で、低分子量ＰＶＰは、１００，０００ｇ／ｍ
ｏｌ未満の分子量を有し得る。ＰＶＰを含む疎水性ポリマーとしては、シリコーン／ＰＥ
Ｇのコポリマーまたはブレンドが挙げられ得る。
【０１１８】
　上記説明は多くの詳細を含むが、これらの説明は、本明細書中の開示の範囲の限定であ
ると解釈されるべきではなく、単に、本開示の特に有用な実施形態の例示であると解釈さ
れるべきである。当業者は、添付の特許請求の範囲により規定されるような本開示の範囲
および趣旨内で、他の多くの可能性を予測する。



(27) JP 2010-279691 A 2010.12.16

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)           Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　          　　　　　

Ｆターム(参考) 4C084 AA02  AA03  DA41  MA05  MA55  MA63  MA67  NA12  NA13  ZB35 
　　　　 　　  4C160 BB30  CC07  MM32 
　　　　 　　  4C167 AA50  BB06  BB13  GG16  GG43  HH08 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

